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本稿は，教育実習後に教育実習生に対して得られ

た中学生の評価を分析する．これによって，教育実

習生が実習前に身に付けておくべきものや態度など

を明らかにすることができる．

なお，中学生から得られた情報は，そのまま「教

育実習事後指導」に活用されている．

調査の実施

調査対象

熊本大学教育学部４年生が附属中学校における教

育実習を終えた後で，同校の生徒に対して実習生に

関する調査を実施した．なお，その回答は教育実習

の仕上げである「教育実習事後指導」でも使用して

いる(吉田道雄 2004a，2004b，2005， 吉田・吉山

2001，2002）．

熊本大学教育学附属中学校は１学年４学級，全校

で12学級から構成されている．

調査内容

附属中学校の生徒全員を対象に，実習生が「とて

もよかったと思うこと」と「もう少しがんばってほ

しかったこと」を挙げるよう依頼した．実際の手続

きとしては各人にラベルを２枚配り，各１枚に「よ

かった」「もう少しがんばってほしかった」を記入す

る（写真１）．

回答数

１人で２枚のラベルを書くことから，回答者が

480名で合計960件の声が集まった．その中には内容

が重複しているものも少なくなかった．

中学生と教育実習生

中学生はいわゆる思春期を迎え，小学生よりも対

人関係に敏感になる．小学生のころは，教師から問

題が投げかけられると，少しばかりあやふやで自信

がなくても，「はい，はい」と手を挙げる．そんなエ

ネルギーが小学校の中学年くらいまでは感じられる．

しかし，それも年齢とともにおとなしくなってくる．

みんなの前で「間違う」ことの恥ずかしさが行動を

慎重にさせる．あるいは「正しい答え」がわかって

も，自分だけが目立ちすぎるのはまずいと考えたり

もする．いわゆる「自我」が確立してくる時期であ

る．自分の周りにいる他人の目を気にしはじめるの

である．それが成長というものであり，社会のなか

で人とともに生きていく人間として身に付けるべき

感受性が磨かれてくるのである．

そうしたことから，教育実習生に対する期待や要

望については，小学生よりも中学生の方がマイルド

な表現になるかと予想したりもする．しかし，現実

はそうでもないのである．それはほとんどが直球で

ある．

たとえば，「授業に集中させないといけない」「声

をもう少し大きくした方がいい」などがある．その

文字面だけ見ると，これは教育実習生を指導してい

る教師のアドバイスそのものである．

教育実習生に対する中学生の評価

ここから，現実に得られた，実習生に対する中学

生の声を取り上げ，それぞれにコメントを加えていく．
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１）授業中に話すことを忘れたり黙ったり説明がう

まくいっていなかった

相当に厳しい指摘である．教育実習生は文字通

り実習中であるから，こうしたことも起きる．だ

からこそ準備を徹底しておかなければならないの

である．

コンピュータが教育の世界に出現する前は，す

べてが紙ベースであった．そうしたなかで，梅棹

忠夫氏の岩波新書「知的生産の技術」（1969）が大

ベストセラーになったことがある．そこにはカー

ドを使う情報整理のノウハウが書かれていた．

B６版の「京大式カード」と名付けられたもので，

著者もこれを大量に購入して授業の準備をした．

今日のコンピュータを駆使する時代から見れば隔

世の感がある．最初は講義１コマに15枚〜20枚が

必要だった．しかし，それが時間とともに少ない

枚数で話ができるようになる．中学校の授業の場

合は，教師の裁量があるにしても，学習指導要領

と教科書によって教える内容が限定される．そこ

では「忘れない」ように準備しておくことができ

るし，またそうするしか方法はない．

これが大学の授業になれば，自由度が高くなる．

したがって，「話すことを忘れる」というよりは，

「あれもこれも」話したくなって，拡散しないよう

に気をつける必要がある．

ともあれ，ここでは教育実習生が「話すことを

忘れ」て，その結果「黙ってしまう」ことになっ

て，生徒からそのことを指摘されているのである．

教育実習生としては厳しいところだ．また，「授

業に面白味がなかった」「ワークシートばかり使っ

ていたので，黒板に何も書いておらずルーズリー

フの出番がなかった」といった声もある．それな

りに工夫したワークシートを準備したのだろうが，

生徒から見れば板書されなかったことを不満に感

じたのだと思われる．

２）時間が間に合わなかったり曖昧なところがあっ

て，授業がスムーズに進まなかった

きわめて単純な指摘である．教師は指導案を作

成して授業をする．それは授業の台本である．そ

こには１時間の筋書きが詳細な時間配分とともに

書かれている．それは大学生を対象に授業をする

場合と比較すれば，指導要領に基づく授業を行う

教師には入念な準備が求められる．

いずれにしても，「予定通りにいかない」のは世

の常である．とくに教育実習生にとっては「間に

合わなく」なることも頻繁に起きる．それとは対

照的に，「時間が余ってしまう」こともある．ただ，

実体験が少ない初心者は，「話すことがなくなる」

のが不安で，どちらかというと「あれもこれも」

と多めに，あるいは多すぎと思われるほど準備す

る．そして，授業場面では「せっかく用意した」

ものはすべて触れたくなる．まだ「取捨選択する，

とくに捨てる技術」をもっていないのである．そ

の結果として，時間が足りなくなる．そうしたな

かで時間が迫ってくると，あわててまとめようと

するから，混乱に拍車をかけることになる．

これに関連して，「なんかくどかったと思う」と

いう声もあった．どこをどのように伝えていくか，

いわゆる「メリハリ」が効いた情報提供ができな

いのである．それについても，指導案を作成する

際には考慮していたはずなのだが，いざ授業とな

ると想定していたようにはいかなくなるのである．

それにしても教育実習生たちは，こうした試練を

体験しながら教師になっていくのである．

こうした，いわば厳しい評価が行動を考えるヒ

ントを与えてくれる．そもそも教育実習生に限ら

ず，一般的にリーダーは「裸の王様」状態になっ

ては自分が見えなくなる．リーダーは日常的に

「裸のリーダー」にならないよう配慮していなけ

ればならない．そのためにも「辛口評価」は大事

な情報源になるのである．

３）説明不足でみんなが困ったりした

すでに挙げた声と同じレベルのものだが，これ

には「みんなが困った」とまで書かれている．授

業で教師が「説明不足」を指摘されるのは問題で

ある．しかも「私が」ではなく「みんなも」困る

というのだから，この指摘は相当に厳しい．こう

した表現から，それが個人的な受け止め方ではな

く，生徒に共通した評価であることが推測できる．

もちろん，その程度が問題であって，現職の教師

にしてもすべてのことについて「完璧に説明する」

ことなどできない．教育実習生は現実の学校に飛

び込んでいくことから，生徒たちは現職の教員と

比較する．その点で，彼等ははじめから厳しい状

況に置かれている．いずれにしても，「自分がわ

かっていない」ものは「説明力」に欠けるのは当

然である．それは聴く側にはストレスになり，授

業にも迫力が感じられなくなる．

４）単語の復習で何度もやりすぎていた

これは英語の授業における教育実習生の行動に

ついて指摘しているのである．その具体的な状況

に関する情報はないが，「復習」と言いながら，中

学生にしてみれば「くどい」と映るほど同じこと
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を繰り返したのだと思われる．もっとも，語学に

限らず，生徒間の理解度や習熟の程度に違いが見

られることは厳然たる事実である．こうした場合，

「どの生徒のレベルに合わせるか」は教師にとっ

て悩ましい問題であり続ける．

これに類似したものに，「まわりくどい言い方

をするときがあった」「状況判断ができていない

ときがあった」という声もあった．とくに前者は

「まわりくどい」という，いわば大人っぽい表現を

用いている．教育実習生としては，「可能な限り

生徒の理解を深める」ことに努めていたのだと思

う．しかし，それも程度の問題で，「くどい」とい

う評価を受けては授業の効果も期待できない．ま

た，「状況判断」という中学生としては高度な表現

をしているが，教育実習生が授業中に，臨機応変

の対応ができなかったことを言っているのだと推

測される．それが教育実習生の実力ということで

もある．そうした体験を積み重ねていきながら，

状況に応じた柔軟かつタイミングのいい行動を学

んでいく．それが教育実習の目的でもある．

５）授業で質問したが，それに対する答えがよくわ

からなかった

生徒の質問に答えるのは，授業の基本である．

その内容は不明だが，教育実習生としては，生徒

の質問に対して満足できる答えが出せなかったの

である．ただ，プロである現職でも，生徒から出

されるすべての質問に解答できるわけではない．

そうしたときは，授業後にそれについて調べ，速

やかに答えを伝えることが期待される．そうした

素早い行動が生徒の信頼感を高める．その際に，

即答できない質問をした生徒をほめることも忘れ

ないようにしたい．教師として「自分が知らない

ことに気づかせてくれた」という感謝の気持ちを

伝えるのである．こうした体験を繰り返すことで

教師も成長していく．教育実習生としては，そこ

までの時間と機会が持てなかった可能性が高い．

これは期間限定の実習としては致し方ないところ

である．

これに関連して，「準備していた道具の字が間

違っていた」という声もあった．おそらく準備し

た教材の文字が間違っていたのだろう．その点で

は，単純なチェックミスだと思われる．誤字や脱

字を含めて，教える側は誤りがないよう留意すべ

きである．しかし，それも完璧にはいかないもの

である．ともあれ，生徒が誤りなどに気づいたと

きは，その場でそのことを指摘してくれることが

期待される．そのためにも，「日常の関係創り」が

欠かせない．ただし，教育実習という限定された

時間の中では，そうした関係にまでできあがるの

は困難だとも思われる．

６）授業の終わりの時間を守って欲しかった

これは技術的な問題だが，時間内に終わるよう

に準備していたつもりでもその通りにいかないこ

とは，現職の教師も日常的に体験している．事実，

これと同じ指摘が教師たちに対する生徒たちの評

価にもよく現れるのである．教育実習生の場合は，

生徒たちに伝えるべき情報の重要度や優先度につ

いて十分な知識と経験をもたないことから，つい

つい「あれもこれも」と詰め込んでしまう傾向が

ある．また，その点は理解していても，それを与

えられた時間内でスムーズに伝える技術が不十分

なことも影響してくる．さらに，生徒の理解が「想

定した通り」に得られず，その対応に時間をかけ

ているうちに，「欠くことのできない情報」を授業

時間内に提供できなくなってしまうこともある．

こうしたときに臨機応変の措置を執ることも教授

技術ということになる．

７）実際の映像をみる時に映像が小さかった

ここでは「映像」と表現されているが，これは

パワーポイントのスライドを指しているのではな

いかと推測する．この点は，教師に限らず，多く

のプレゼンテーションにおけるスライドに対して

指摘されることである．すでに過去のものになっ

た感があるが，筆者はOHPを多用していた．これ

も，現在ではスライド１コマに当たるトランスペ

アレンシーを適切に作成しておけば相手に与える

印象も強くきわめて便利なものだった．講演など

で，筆者は「OHPをご準備いただけないなら，お

話しはできない」などと，冗談を言っていたほど

である．

ただし，OHPの場合はトランスペアレンシーを

手書きで作成すると見栄えがよくなかった．そこ

で，資料などをコピーしたり，ワープロで入力し，

それをプリントアウトしたものを原紙にして，教

材（現在のスライド）をつくっていた．それがプ

レゼンテーションソフトが世に出てから一変する．

対象が視覚的なものであれば，すべてスライド化

できると言っても過言ではない．もちろん音声も

ほぼ自由自在である．

かつてもまた今日でも，学校教育においては，

予算措置が十分でなく新しい機器の導入には長い

時間がかかることが多かった．ところが，プレゼ

ンテーションソフトは，時代の流れの中で，学校
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にもコンピュータの導入がそれなりに進んでいた

こともあって，それまでの新しい道具の導入と比

較すれば，きわめて短期間に使われるようになっ

た．それには教師側にも，そうしたソフトが使え

る人材が育っていたことがプラスに働いた．教育

界にとっても，プレイステーションソフトは革命

的な教育手段の登場だったと言うことができる．

ただし，ここで生徒から指摘されているように，

「字が小さくて見えない」といった訴えも頻繁に出

てくる．このあたりは教材作成技術の問題でもあ

り，こうした面での教育もまた必要になっている．

８）おしゃべりをしていて挨拶をしても返事をかえ

して来ない先生がいた

人は自分の働きかけが効果をもたらすことを期

待する．挨拶をすれば，即座ににこやかな挨拶が

返ってくる．こうしたやりとりが互いの関係を促

進する．教師に限らず，こうした小さなやりとり

に気を遣うことは，対人関係づくりに欠かせない．

とくに，教育実習の際には，他の実習生と比較さ

れることもある．「先生がいた」との表現から，

「ちゃんと挨拶してくれる」者がいたことを示唆

している．

ただし，その挨拶に先方が気づかないことはあ

り得るから，そのときは反応がなくても致し方な

い．それでも気づいてもらうために再チャレンジ

するかどうかは，挨拶する側の気持ちとそのとき

の状況による．

これと同列にあるものとして，「お弁当で一言

もしゃべらない先生もいた」「お弁当の時間に話

を積極的にしてくれなくて会話が進まなかった」

といった指摘もあった．両者はほとんど同じ意味

だが，こうした声が複数の生徒から発せられてい

た．ただし，これは同じ教育実習生に対するもの

ではない．生徒たちは昼食時の交流も期待してい

るということである．昼食時の会話はお互いを理

解する上で重要な機会である．その時間に「一言

もしゃべらない」というのでは，生徒との関係づ

くりのチャンスを失うことになる．生徒たちは，

教育実習生のそうした態度や行動を見ているので

ある．

９）話している内容がよく分からない先生がいた

教師としては言われてはいけない指摘である．

そもそも自分で理解していないことは人に伝えら

れない．そんなときはおそらく本人も自覚はして

いるだろう．それならそれで，教育実習生として

は，それを真摯に振り返り今後に生かさなければ

ならない．また，「自分は分かりやすく話してい

るのに子どもたちが分かってくれない」と思った

ときは要注意である．

10）漢字のミスが多かった

これも生徒から指摘されるのは問題である．も

ちろん，すべての漢字をマスターすることはでき

ないが，そのときどきの授業で使う漢字でミスが

ないように気を配る必要がある．まさに単純なミ

スの問題だからこれ以上のコメントはない．ただ，

今日ではコンピュータが欠かせない生活の道具に

なってきた．その反映として自分の手で漢字を書

く機会が圧倒的に減っている．そうした状況だか

ら，年配者でも，過去には知っていた漢字を書け

なくなっていたりする．その代わり，それまでは

画数が多いとか，ほとんど使わない漢字も，その

言葉を知ってさえいれば自由自在に使えるメリッ

トはある．教育にもITC化が止まることなく進ん

でいる．こうした環境の変化に対応する方法を考

えていく必要がある．

11）授業中にもう少し質問させて欲しかった

これからは，意欲満々の中学生をイメージする．

あるいは単純にわからないことがあったのかもし

れない．これは教育実習生が「質問を避けた」と

いうより，時間配分がうまくいかず質問の機会が

十分に取れなかった可能性が高いのではないかと

思われる．教育実習生としては，授業時間中に伝

えなければならない内容がある．それらと併せて

生徒たちの質問時間を設定する力も，教師のプロ

としては磨いていくことが期待される．

また，質問に手際よく答えることで，より多く

の生徒の疑問を解消することも可能になる．あら

かじめ質問を想定して授業を構成するだけでなく，

「何が出てきても答える」という積極的な姿勢で

いることも求められる．それでも答えられないと

きは，直ぐに調べて次の授業で回答すること努め

ればいい．

これに類似した「授業の進み方ばかり気にして

おり，あまり質問や話を聴いてくれなかった」と

いう声もある．教育実習生としては決められた時

間内に決められた内容を教えなければならない．

しかし，これが想定通りに進まないのである．む

しろ，毎日の授業はその方が多いとも言える．現

職の教師であれば，経験も踏まえながら，そのあ

たりの調整ができるだろう．また少し長い期間を

通してまとまりを付けることも可能になる．しか

し，教育実習生の場合，そうはいかない．むしろ
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伝えるべきことが多く，質問に答える余裕などな

いままに終わることの方が多いに違いない．した

がって，現職教師と比較されて，こうした指摘を

されるのは，教育実習生にとっては厳しいと思わ

れる．

12）もっと遊んで欲しかった

これは小学生からよく聴かれる声だが，中学生

にとっても教育実習に期待される行動のようであ

る．とくに１年生時は発達段階的に小学生的な気

持ちが継続している部分もある．もちろん，小学

校のように昼休みに運動場で鬼ごっこをすると

いったことは求められないだろうが，心理的に近

い距離感を生み出す努力が必要なのである．そし

て，中学生にとっての良好な関係づくりに「遊び」

は重要な役割を果たすのである．

これに関連したものに「授業以外の交流が少な

かった」がある．中学生らしく「遊ぶ」とは表現

せずに「交流」を使ったと言えるかもしれない．

ただ，教育実習生としては「交流」したくても，

なすべきことが多すぎて，それができなかったと

いう事情もあるだろう．このあたりは，「わかっ

てはいるが，それがままならない」という教育実

習生に悩ましい問題だと思われる．

13）教える側なのに教えられている（間違いを指摘

されている）ことがあった

これも教育実習生にとっては厳しい指摘である．

この「誤りを指摘された」のは「漢字誤り」と同

じ水準の問題である．ただし，それを超えて「教

えられる方が知っていた」こともあると思われる．

教師にしてもすべてを知っているわけではない．

生徒から「誤りを指摘された」ときは，その生徒

に感謝することである．そうした対応によって

「先生のくせに知らない」という否定的な感情を

生み出すことを抑えることができるだろう．もっ

とも，それが頻繁に起きるようでは教師の力が疑

われる．こうしたことは「例外」であるべきである．

14）授業中に私たちと意見の食い違いがあった

教科はわからないが，「意見」としているところ

から，数学や理科といった自然科学系ではなく，

社会科などの社会科学系のものだったと思われる．

あるいは道徳のような，行動規範や価値観に関わ

るものだった可能性もある．教育にとって，「意

見の食い違い」自体はそれなりに意味がある．人

の間に「意見の違いがある」ことを認め，受け止

め，それを前提にして議論を進めることは，社会

生活にとって欠かせない．教育実習生としては，

その「違い」をいかにしてまとめていくかが習得

すべき課題になる．

15）もうちょっと臨機応変に対応してほしかった

これもまた教育実習生にとって至難の業である．

もちろん「臨機応変」の対応が望ましいが，それ

が思いのままにできるのであれば，教育実習その

ものが必要ないと言えるだろう．
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